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特★集

中
山
町
・
名
和
町
・
大
山
町 

合
併
協
定
調
印
式

　

西
伯
郡
東
部
地
域
合
併
協
議
会
で
の
19
回
に
及
ぶ
合
併
協
議
が
整
っ
た
10
月
18
日
、
名
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

合
併
協
定
調
印
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
調
印
式
で
は
、
合
併
協
議
の
成
果
を
取
り
ま
と
め
た
合
併
協
定
書
に
3
町

長
が
署
名
・
押
印
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
む
け
た
合
意
を
確
認
し
ま
し
た
。

名
和
町
議
会 

臨
時
議
会

　

全
会
一
致
で
合
併
を
承
認

協
定
書
の
主
な
内
容

1　

合
併
の
方
式

　
　

西
伯
郡
中
山
町
、
同
郡
名
和
町
及
び
同
郡
大
山
町
を
廃
し
、
そ
の
区
域

　

を
も
っ
て
新
し
い
町
を
設
置
す
る
合
併
と
す
る
。

2　

合
併
の
期
日

　
　

合
併
の
期
日
は
、
平
成
17
年
3
月
28
日
と
す
る
。

3　

新
町
の
名
称

　
　

新
町
の
名
称
は
、
大
山
町
と
す
る
。

4　

新
町
の
事
務
所
の
位
置

　
　

新
町
の
事
務
所
の
位
置
は
、名
和
町
大
字
御
来
屋
３
２
８
番
地
と
す
る
。

　
　

中
山
町
役
場
及
び
大
山
町
役
場
は
支
所
と
す
る
。

5
新
町
建
設
計
画

　
　

新
町
建
設
計
画
は
、
別
添
「
新
町
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
定
め
る
と

　

お
り
と
す
る
。

7　

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

　

①
新
町
の
議
会
議
員
の
定
数
は
21
人
と
す
る
。

　

②
合
併
後
最
初
に
お
こ
な
わ
れ
る
選
挙
に
お
い
て
は
、
旧
町
の
区
域
を
持

　

っ
て
公
職
選
挙
法
第
15
条
第
6
項
に
規
定
す
る
選
挙
区
を
設
け
る
こ
と
と

　

し
、
各
選
挙
区
の
定
数
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
な
お
、
合
併
後
2
回
目

　

以
降
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
区
に
つ
い
て
は
全
町
一
区
と
す
る
。

　
　

中
山
町
の
区
域　

6
人

　
　

名
和
町
の
区
域　

8
人

　
　

大
山
町
の
区
域　

7
人

17　

字
名
の
取
扱
い

　

①
字
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

　

②
字
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

ア
．
大
字
の
名
称
に
は
、「
大
字
」
の
文
字
を
表
記
し
な
い
。

　
　

イ
．
中
山
町
の
「
豊
成
」
を
「
長
野
」
に
変
更
す
る
。

　
　

ウ
．
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

な
ど
43
項
目　

　

中
山
町
・
名
和
町
・
大
山
町

合
併
協
定
調
印
式
が
お
こ
な
わ

れ
た
10
月
18
日
午
後
、
名
和
町

議
会
で
は
、
第
8
回
臨
時
議
会

が
開
か
れ
、「
西
伯
郡
中
山
町
、

同
郡
名
和
町
及
び
同
郡
大
山
町

の
配
置
分
合
に
つ
い
て
」
ほ
か

合
併
に
関
す
る
議
案
な
ど
7
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
に
関
す
る
議
案
は
、

①
3
町
の
廃
置
分
合

②
財
産
処
分

③
議
員
定
数

④
農
業
委
員
の
任
期

　

の
4
項
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
町

長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
受

け
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
す

べ
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

臨
時
議
会
は
、大
山
町
議
会
・

中
山
町
議
会
で
も
同
日
に
開
か

れ
、
合
併
に
関
す
る
各
議
案
に

つ
い
て
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
た

結
果
、
両
議
会
と
も
議
案
は
無

事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
議
会
に
お
い

て
も
3
町
の
合
併
と
新
「
大
山

町
」
の
誕
生
が
正
式
に
承
認
さ

れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た

調
印
式
当
日
、
会
場
に
は
、
3
町
の

歴
史
的
な
一
瞬
に
立
ち
会
お
う
と
、

約
2
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
ま
ず
西
伯
郡
東
部

地
域
合
併
協
議
会
事
務
局
長
を
務
め

る
森
安
元
義
中
山
町
助
役
が
、
こ
れ

ま
で
の
3
町
の
合
併
協
議
の
経
過
を

説
明
。
引
き
続
い
て
、
合
併
協
定
の

署
名
・
調
印
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
協
定
書
は
3
部
作
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
、下
池
忠
正
中
山
町
長
・

山
口
隆
之
名
和
町
長
・
黒
田
隆
弘
大

山
町
長
が
署
名
・
調
印
し
た
後
、
鹿

島
功
中
山
町
議
会
議
長
・
野
坂
喜
美

名
和
町
議
会
議
長
・
林
原
隆
英
大
山

町
議
会
議
長
が
立
会
人
と
し
て
署
名

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

協
定
書
は
、
林
原
議
長
か
ら
下
池

町
長
へ
、
鹿
島
議
長
か
ら
山
口
町
長

へ
、
野
坂
議
長
か
ら
黒
田
町
長
へ
そ

れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
、
合
併
協
定
調
印

が
正
式
に
整
っ
た
こ
と
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、
3
町
長
の
あ
い
さ

つ
と
、
来
賓
代
表
の
平
井
伸
治
副
知

事
の
祝
辞
が
あ
り
、
合
併
協
定
調
印

式
は
滞
り
な
く
終
了
。こ
れ
に
よ
り
、

来
年
3
月
28
日
の
新
「
大
山
町
」
誕

生
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た　

第
8
回
名
和
町
臨
時
議
会

　

3
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て

　

の
採
決
の
様
子

合
併
協
定
書
に
署
名
・
調
印
を

お
こ
な
う
山
口
隆
之
町
長

合併協定調印を終えて、3町の代表者が堅い握手を交わしました（左から黒田大山町長、
山口町長、下池中山町長、平井副知事、林原大山町議長、野坂議長、鹿島中山町議長 )


